
滝川市地域公共交通総合連携計画の目標

（１） 高齢者等の交通弱者の満足度向上に供する交通体系の確立
（２） 交通空白・不便地域住民の交通利便性向上
（３） 中心市街地の活性化による公共交通の活性化
（４） 中空知地域の満足度向上に供する交通体系の確立

（１） 高齢者等の交通弱者の満足度向上に供する交通体系の確立
（２） 交通空白・不便地域住民の交通利便性向上
（３） 中心市街地の活性化による公共交通の活性化
（４） 中空知地域の満足度向上に供する交通体系の確立

滝川市地域公共交通活性化協議会開催状況

◇8月26日 第１回協議会を開催
・23年度事業計画・予算（案）について
・花めぐり乗合タクシーの運行結果について
・市内循環バス運行事業の状況等について 他

◇1月30日 第２回協議会を開催
・23年度事業の実施状況報告
・24年度以降の考え方について
・事後評価の提出について 他

◇ 3月 1日 第３回協議会を開催
・生活交通ネットワーク計画（案）について
・滝川市の路線バスを支える会の設立について
・24年度以降の協議会構成（案）について 他

平成２３年度事業の概要

（１） 市内循環バス実証運行事業
（２） 路線バスの利用促進策
（バス乗車トクトクサービスカード、バスの乗り方教室、地域懇談

会、

（１） 市内循環バス実証運行事業
（２） 路線バスの利用促進策
（バス乗車トクトクサービスカード、バスの乗り方教室、地域懇談

会、

滝川市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終年度）滝川市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終年度）

・24年度以降の協議会構成（案）について 他
会、
バスの絵展示）

（３） 路線バス・乗合タクシー連携事業（花めぐり乗合タクシー）
（４） 通院・買い物乗合タクシーサービス事業（江部乙あいのりタク
シー）

会、
バスの絵展示）

（３） 路線バス・乗合タクシー連携事業（花めぐり乗合タクシー）
（４） 通院・買い物乗合タクシーサービス事業（江部乙あいのりタク
シー）

◇運行期間 平成2３年4月1日～平成2４年3月31日
◇運行本数 16便/日 中心市街地の商店の営業時間帯
（10時台～17時台）に運行
◇運賃 一律 1回180円
◇運行事業者 北海道中央バス空知事業部

（１） 市内循環バス実証運行事業

路線図（東町先廻）

路線図（西町先廻）
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小学校

老人クラブ
町内会連合会

･バスの乗り方教室の開催

･地域懇談会の開催

バス事業者の取組

利便性・サービ
スの向上

経費の削減

住民からの意見
収集

･バス教室への
参加

･課外授業での
利用

･乗り方の説明

･意見交換
･普及・啓発

市内線の利用促進に向けた地域の取組

商店街
･バス乗車トクトクカードの
発行

・待合スペース設置

･タイアップしたキャンペー
ンの実施

・連携ＰＲ(新聞折り込み)

げんきカード会地域住民
･滝川市の路線バスを支え
る会の設立(案)

地域懇談会の様子

バスの乗り方教室の様子

･市内線の利用

･滝川市の路線
バスを支える
会（案）への
入会

･市内線の
運行

(生活必需

サービス
の提供)

･バス乗車トク
トクカードの
特典協力

･待合スペース
の無償提供

･買物客の
商店街へ
の移送

･バス乗車トク
トクカードと
タイアップし
たキャンペー
ンの実施

バス事業者提供の
キャンペーン特典 新聞折り込み

待合スペースバス乗車トクトク
サービスカード

バス乗車トクトクサービス
カード取扱店ステッカー ２



実証運行便

◇バス停留所を３カ所増設
中心商店街エリアへのアクセス向上のため、ベルロード（東町先廻・西町先廻とも）、市役所通
（東町先廻）に３カ所バス停留所を増設

◇バス待合所を3カ所整備
中心商店街エリアでのバス待合環境向上のため、中心商店街の「高齢者ふれあいサロンまちぷら」、
「チャレンジショップふらっと」、「高林ビル」に待合所を整備

増設バス停留所・バス待合所

増設実験バス停
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利用実績・事業実施効果

◇H23年度の利用者数をみると、春・夏（4月～8月）
は過年度と比べて若干少なかったが、秋（10月～11
月）からは上回っており、今後の利用増が期待される。

◇増設バス停留所やバス待合所の利用も増加している。

収支推定

◇H２３年度
算定期間：平成23年4月1日～

平成24年3月31日
運行便数：滝川市内線16便

（東町先廻8便、西町先廻8便）

税抜き（単位：円）

※協議会の制度により、減価償却費、自動車税、保険料等は経費
計上していない。

金額

18,852,299

28,927,817

▲ 10,075,518

運行経費合計（税抜）

営業収支

科目

運送収入

10136

7969 8119 7981
7626

13310

12375
13017

12209
1195711908

9712

11999 12570

9436

8110

9945

8934

10,000

12,000

14,000

平成21年度

（人）

＜利用者数の推移＞

今後の課題

計上していない。

◆本格運行に移行する。
◇収支の改善

・利用者増に向け、「路線バスを支える
会」を23年度内に設立。

◇地域内フィーダー路線の申請
・協議会が生活交通ネットワークを策定、

地域内フィーダー路線として申請する。

7969 7981
7626 8100

8025
7413

8110

7510

7287
772278887805

8934

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成21年度
平成22年度
平成23年度

※実証運行便のみの集計

※過年度と比較可能な10
月～11月の合計値

17,812
18,055

17,461

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

H21.10～
H21.11小計

H22.10～
H22.11小計

H23.10～
H23.11小計

（人）

＜利用者数の比較（10月～11月＞

４



（２） 路線バスの利用促進策（バス乗車トクトクサービスカード）

◇実施期間 平成2３年4月1日～平成2４年3月31日
◇取扱店数 2５店（平成2４年1月３１日現在）

サービス取扱店の案内

バスターミナル内

バス車内

ＰＲチラシ

バス乗車トクトクサービスカード

運賃箱ヨコにカード設置。
降車時に、１人１枚
受け取る。

取扱店表示ステッカー

中心商店街の取扱店で、
カードと引き換えに特
典・サービスを提供

バス車内
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（２） 路線バスの利用促進策（バスの乗り方教室）

授業風景（スライド学習・乗車体験）

◇実施日時及び実施対象
平成２３年 ８月３０日（火） ９：２０～１１：１５ 滝川第一小学校２年生 ４２名
平成２３年 ９月２１日（水）１４：２５～１５：１０ 江部乙小学校 ２年生 １４名
平成２３年１０月１９日（水） ９：２０～１１：１５ 滝川東小学校 ２年生 ７３名

報道

平成２３年９月３日（土）プレス空知第一小学校 江部乙小学校 東小学校

スライド学習資料（東小学校用）

６



（２） 路線バスの利用促進策（地域懇談会）

◇実施日時及び実施対象
幸町４区・５区町内会 ：２７名 平成２３年１１月２２日（火）１４：００～１５：３０
滝の川東地区連合町内会：１５名 平成２３年１１月２２日（火）１８：００～１９：３０

幸町４区・５区 滝の川東地区連合町内会 報道 平成２３年１１月１９日（土）

プレス空知

（２） 路線バスの利用促進策（バスの絵展示）

展示の様子

「①バスの絵

（共同作品）」

展示の様子

「②こんなバスに乗りたい！

（個人作品）」

◇事業内容
「バスの日」にちなんで、滝川中央保育所に通う子供達２９人に、「①バスの絵（共同作品）」、
「②こんなバスに乗りたい！（個人作品）」を作成してもらい、滝川バスターミナル内に展示。

◇展示期間
平成２３年９月１４日（水）～９月２７日（火）
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乗合タクシーの運行

運行ルート ＰＲチラシ

◇運行期間 平成２３年５月２１日（土）～平成２３年６月５日（日） 1６日間
◇運行区間 道の駅たきかわを起点に１時間程度で菜の花畑を巡る

３箇所のイベント会場を停留所として運行し、乗り降りは何度でも可能
◇運行本数 平日：１０便（３０分間隔）、休日：１５便（２０分間隔）
◇運賃 乗合タクシー専用きっぷ：８００円、

路線バス・乗合タクシー利用きっぷ：１,４００円（小人１,１２０円）
◇運行事業者 空知地区ハイヤー協会（市内5社）

停留所
 

乗合タクシー 
運行エリア 

13 丁目 
ﾒｲﾝ会場 

（３）路線バス・乗合タクシー連携事業（花めぐり乗合タクシー）

滝川タ 
滝深線 

菜の花 
タクシー 
循環運行 

 

道の駅 

11 丁目 
サブ会場 

19 丁目 
サブ会場 

車両 来訪者の様子
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利用実績・事業実施効果

◇H2３年度の利用者数は672人で、H２２年度と比較して4
割以上減少した。

◇利用者減少の要因としては、菜の花の開花が遅れたこと、
菜の花の見頃の時期に効果的なＰＲ（報道）ができなかっ
たこと等が考えられる。

◇当事業の狙い通り、一番の見どころを案内できることやタ
クシー乗務員による観光案内が魅力となっている。

◇利用したいと思う人が96%と、リピート意向が高く今後の
利用増が期待される。

収支

◇運行経費は、Ｈ２２年度と比較して
30万円削減された。

算定期間：平成２２年５月２１日～
平成２２年６月５日（計１６日間）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

(万円)

58

47

48

5461

179

149

きっぷ販売収入

国補助金

協議会負担金(空知地区ハイヤー協会)

タクシー運行費

30万円減少

8万円減少

11万円減少

58

10万円減少

＜今後の利用意向＞

240

800

1,000

1,200

1,400

(人)

利用するこ
とはないと
思う 3.9%

また利用し
たいと思う

96.1%

＜利用者数の推移＞

＜収支の比較＞

今後の課題

◇本格運行に移行する
・これまでの利用実績からみると、認可

運賃で運行する限りは採算をとること
が難しい。

・菜の花観光全体の中の交通プロジェク
トとして位置づけ、一体的な運営・収
支管理のもと、運賃と運行経費のあり
方について検討する必要がある。

・菜の花まつり実行委員会との連携を深
める。

菜の花まつり実行委員会

ナタネ生産組合、JA
たきかわ、観光協会、
市役所など

道の駅

菜の花
生産農家 市内飲食店

交通事業者

菜の花観光

商工業者
ボランティア
団体

商工会議所

関係機関全体で
菜の花観光に取り
組む体制づくり

地元
旅行代理店

0

H22年度 H23年度

収入 支出 収入 支出

424

946

554

101

118

0

200

400

600

H21年度 H22年度 H23年度

タクシーのみ バス・タクシー

96.1%

n=507

57.4%

55.3%

34.9%

32.8%

25.2%

8.4%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

今一番のみどころを
案内してくれるから

菜の花畑付近の
道は不案内だから

いろいろガイド
してくれるから

駐車場所の心配を
しなくていいから

車窓の風景をじっくり
楽しめるから

車を運転
出来ないから

その他

n=524

＜体制イメージ＞＜利用目的＞
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ＰＲチラシ

◇運行期間 平成２３年１１月１５日（火）～平成２３年１２月１５日（木） ３１日間
◇運行区間 利用者の自宅～江部乙中央通バス停留所間を予約制で運行（事前登録制）

江部乙町１５丁目以北エリアの世帯を対象に運行
◇運行本数 自宅→江部乙中央通：3便、江部乙中央通→自宅：２便
◇運賃 大人：300円（中学生以上）、小人；150円（小学生以下）
◇運行事業者 空知地区ハイヤー協会（北星交通㈱）

（４）通院・買い物乗合タクシーサービス事業（江部乙あいのりタクシー）

利用登録証
 

江江部部乙乙ああいいののりりタタククシシーー利利用用者者登登録録証証   
  

・登録録番号  ００００１１  

・名    前  江部部乙  太太郎      

・住    所  江部乙町東 11 丁目目 13－1  

  予予約約電電話話番番号号  ○○○○－○○○○○○○○  
（タクシー会社） 

滝川市地域公共交通活性化協議会 

報道 平成２３年１０月１５日（土）
読売新聞

 実証運行期間 ： 平成 23 年 11 月 15 日(火)から 
平成 23 年 12 月 15 日(木)まで 

行き 

江部乙あいのりタクシー 空知中央バス 

運行開始(概ね) 道の駅着(江部乙中央通) 江部乙中央通 滝川ターミナル 

7：40 ① 8：15 ８：21 8：44 

9：15 ② 9：50 9：56 10：19 

12：45 ③ 13：20 13：26 13：46 

 帰り 

空知中央バス 江部乙あいのりタクシー 

滝川ターミナル 江部乙中央通 道の駅着(江部乙中央通) 

13：35 13：53 ④13：55 

14：45 15：03 ⑤15：05 

 

時刻表 

住民説明会の様子
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◇運送収入は37の利用で11,000円、運
行経費は31便で49,390円となり
38,290円の赤字となった。

利用実績・事業実施効果 収支

今後の課題

◇当初想定していた乗車密度を大きく下回り、利用人
数・登録人数ともに非常に少ない結果となった。

◇アンケート調査の結果では、自宅からバス停までの
距離が遠い住民が多く、将来的な利用意向は高い。

がら

◇登録者数は対象住民の11%、利用者実人数は対象住民の
2%であった。延べ利用者数は31日間で37人であった。

◇実運行便数は全310便のうち31便で10%であった。
◇「利用した家族がいる」全員が利用意向を示した一方、「利

用した家族はいない」方の利用意向は、4割程度であった。
◇「利用しないので登録していない」、「利用する必要がない

から利用してない」人が多かった。

金額

11,100

49,390
▲ 38,290

運行経費合計
収支

科目

運送収入

税抜き（単位：円）

【利用の有無×今後の利用】 【登録していない理由】
江部乙あいの

りタクシーの運 n=45

利用対象者数 202世帯：534人 うち65歳以上：236人
登録者数 61人（全住民の11%） うち65歳以上：52人
利用者数 実利用者数：12人、延べ利用人数：37人
運行便数 実運行便数：31便、

最大運行便数310便（5便/日×2エリア×31日）

しかしながら、「現在は車を運転できるため利用す
る必要がない」「送迎してくれる人がいる」と答え
る住民が多く、現時点での需要は少ないと考えられ
る。

◇したがって、すぐに本格運行に移行することはせず、
今後住民ニーズなど動向を把握しながら、全市的な
視点で地域公共交通のあり方を検討していく必要が
ある。

◇また、アンケートの自由意見において、スクールバ
スへの混乗などを提案する意見があり、他の手段に
よる効率的な運行方法についても検討する必要があ
る。

100%

42% 58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用した家族がいる

利用した家族はいない

利用すると思う 利用することはないと思う

【利用していない理由】

50%

5%

11%

14%

2%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用する必要がないから

利用方法がわからないから

電話予約が面倒だから

利用したい時間帯と合わないから

料金が高いから

その他

n=45

りタクシーの運
行自体知らな
かった 11%

登録が必要だ

と知らなかった
2%

利用しないので
登録していない

87%

n=45

自己評価のポイント

・市内循環バス実証運行については、住宅地と官公
庁・医療機関・商店街等のある中心市街を結ぶこと
により利便性・サービス向上が図られている。しかし
ながら、本格実施に向けて、一層の利用促進の取り
組みと、収支率向上が課題である。
・トクトクサービスカードによる買い物サービスを提
供することにより商店街との連携が強化した。
・小学生を対象としたバスの乗り方教室、バスの絵
展示事業や地域懇談会等により利用促進を図った。
・江部乙地区の高齢者等の通院・買い物のために乗
合タクシー事業を行った。

二次評価のポイント

自己評価のとおり。
地域のニーズを踏まえ様々な事業に取り組んでいる。市内循環バス実証運行については、収支率向上
等の改善を図り、本格運行へ向けた取り組みをしているものと認められる。
それ以外の事業についても、自立性・継続性をもった事業となるよう検討されたい。

１１


